
特
集
・
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政
⑤

家
族
を
支
え
る
・
補
う

①
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
展
開
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
の
活
動
を
中
心
に

鎌
田
宣
子

一
―
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
広
が
り

　
新
聞
、
雑
誌
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
も
の
で
、

や
た
ら
と
シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
わ
れ
る
も

の
の
広
告
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
’
つ
て
き
て
い

る
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
付
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
住
宅
に
関
す
る
も
の
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
等
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
も
の
、
床
ず
れ
防

止
マ
ッ
ト
、
キ
ャ
ッ
チ
ペ
ッ
ト
等
の
介
護
用
品

を
中
心
と
す
る
も
の
、
そ
し
て
保
険
会
社
は
目

玉
商
品
毫
し
て
、
ね
た
き
り
介
護
保
険
、
痴
呆

性
老
人
介
護
保
険
等
、
保
険
に
お
け
る
現
物
給

付
と
し
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
来
公
的
に
提
供

さ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
民
間
の
産
業
と
し
て

も
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
一
方
、
毎
年
老
人
の
日
の
前
後
に
は
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
老
人
介
護
を
め
ぐ
る
悲
惨
な

事
件
が
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

事
件
は
、
老
人
の
日
の
前
後
に
必
ず
起
き
る
も

の
な
の
か
。
そ
れ
と
も
老
人
の
日
の
前
後
だ
か

ら
記
事
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
い
っ
も

考
え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
様
々
な

社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
今
日
こ
れ
ま
で
に
発
展

し
て
き
て
い
る
の
に
。
そ
し
て
民
間
の
サ
ー
ビ

ス
も
し
き
り
に
広
告
を
し
て
い
る
の
に
。
事
件

を
引
き
起
し
た
人
々
は
誰
か
に
相
談
し
、
他
の

解
決
の
道
は
と
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
人
は
こ
の
世
の
中
に
生
を
受
け
た
時
か
ら
老

化
へ
の
一
瞬
一
瞬
を
過
ご
し
て
い
る
。
毎
年
毎

年
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
延
び
、
西
暦
二
〇
二

〇
年
に
は
国
民
の
四
人
に
一
人
は
六
十
五
歳
以

上
の
老
人
に
な
る
と
い
う
推
定
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老

人
の
発
生
推
定
を
考
え
る
と
恐
し
い
数
値
が
示

さ
れ
る
。
も
は
や
老
人
問
題
は
他
人
の
問
題
で

は
な
く
な
り
、
た
し
か
に
明
日
の
自
分
自
身
の

問
題
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

①
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
展
開

②
緩
衝
機
能
を
持
つ
施
設

③
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
と
保
育
行
政
に
つ
い
て
の
一

　
考
察

一
―
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
広
が
り

二
―
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
発
達

三
―
財
団
法
人
横
浜
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
の
設

　
　
立
か
ら
今
日
ま
で

四
―
事
例
に
み
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利

　
　
用

五
―
お
わ
り
に

　
昭
和
三
十
八
年
、
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ

れ
、
二
十
年
以
上
が
経
過
し
た
。
昭
和
四
十
六

年
の
社
会
福
祉
施
設
緊
急
整
備
五
ヵ
年
計
画
に

よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
現
在
で
は
全

国
に
約
千
六
百
ヵ
所
と
な
っ
た
。
か
つ
て
施
設

が
救
貧
的
な
色
彩
の
濃
か
っ
た
時
代
に
は
、
施

設
は
、
入
所
す
な
わ
ち
人
生
を
終
え
る
ま
で
の

意
味
あ
い
が
深
く
、
施
設
は
入
所
し
て
い
る
一

部
の
老
人
達
の
み
が
利
用
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
施
設
は
、
閉
鎖
的
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
施

設
の
社
会
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

で
は
、
施
設
の
あ
る
地
域
の
住
民
が
利
用
で
き

る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が

一
般
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
人
は
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年
老
い
て
も
、
障
害
を
負
っ
て
も
そ
れ
ま
で
生

活
し
て
き
た
町
や
家
族
と
共
に
生
活
し
て
い
く

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
も
一
般
化
さ
れ
て

き
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
た
め
、
施
設
は
、
専
門
的
な
技
術
や
設

備
を
、
入
所
し
て
い
る
人
達
の
み
な
ら
ず
、
地

域
住
民
に
も
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

一
時
入
所
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
ケ
ア
等
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
施
設
を
拠
点
に
す
る
方
法
と
は
別
に
、

老
人
や
障
害
者
が
生
活
し
て
い
る
場
面
（
す
み

な
れ
た
家
庭
）
で
の
生
活
の
援
助
が
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
齢
化
社
会
の
多
様
化

し
て
い
る
老
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
老
人

や
家
族
の
選
択
に
よ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
在
宅
の
ま
ま
指
導
を
受
け
た
り
、
利
用
し

た
り
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
が
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
（
介
護
人

派
遣
事
業
）
や
訪
問
看
護
事
業
な
ど
で
あ
る
。

と
く
に
、
横
浜
市
で
は
全
国
に
先
が
け
訪
問
看

護
事
業
を
実
施
、
今
年
十
周
年
を
迎
え
て
い

る
。

　
こ
こ
で
は
、
様
々
な
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

中
で
も
近
年
と
く
に
注
目
さ
れ
始
め
た
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
と
も
い
え
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
「
横
浜
市
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
協
会
」
（
以
下
協
会
と
略
）
の
設
立

以
来
二
年
の
歩
み
を
紹
介
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う

ニ
―
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
の
発
達

　
わ
が
国
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
昭

和
三
十
一
年
「
家
庭
養
護
婦
派
遣
事
業
」
と
し

て
、
長
野
県
下
一
三
市
町
村
で
開
始
さ
れ
た
も

の
に
端
を
発
す
る
。
続
い
て
昭
和
三
十
三
年
に

大
阪
市
で
「
臨
時
家
政
婦
派
遣
制
度
」
を
始

め
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
布
施
市
で
、
昭
和
三

十
五
年
、
名
古
屋
市
、
神
戸
市
、
秩
父
市
が

　
「
家
庭
奉
仕
員
制
度
」
を
始
め
た
。

　
　
昭
和
三
十
七
年
、
厚
生
省
は
、
こ
れ
ら
を
国

庫
補
助
事
業
と
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
は
、

老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
十
二
条

に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
に
つ
い
て
、
初

め
て
明
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十

年
度
か
ら
、
派
遣
対
象
の
経
済
的
制
限
は
「
要

保
護
老
人
世
帯
か
ら
低
所
得
の
家
庭
」
へ
と
拡

大
し
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
「
低
所
得
の
者
」

と
改
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
は
、
発
達
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
、
介
護
人
派
遣
事
業

を
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
に
統
合
す
る
方
針

が
う
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
所
得
に
応

じ
た
費
用
徴
収
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
層
を
低
所
得
層
の
み
な
ら
ず
よ
り
幅
広

い
階
層
へ
と
広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
中
央
社
会
福
祉
審
議

会
は
、

①
老
人
が
家
庭
に
留
ま
り
た
い
と
す
る
願
い
を

　
満
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

②
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
と
同
時
に
、

　
家
族
の
介
護
意
欲
を
一
層
鼓
舞
す
る
と
い
う

　
動
機
づ
け
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
こ

③
以
上
の
こ
と
が
老
人
福
祉
行
政
の
効
果
的
運

　
営
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
。

な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
費
用
徴
収
制
が
導
入
さ
れ
た

が
、
現
実
に
は
利
用
層
は
拡
大
さ
れ
た
も
の

の
、
そ
れ
を
支
え
る
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
が
な
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
全
国
的
に
み
る

と
、
あ
ま
り
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

三
―
財
団
法
人
横
浜
市
ホ
ー
ム

　
　
　
　
ヘ
ル
プ
協
会
の
設
立
か
ら

　
　
　
　
今
日
ま
で

　
横
浜
市
で
は
、
国
に
遅
れ
る
こ
と
二
年
、
昭

和
五
十
九
年
十
二
月
、
そ
れ
ま
で
民
間
の
団
体

で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
た
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
協
会
と
横
浜
市
が
共
同
で
横
浜
市
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
協
会
を
設
立
し
、
介
護
人
派
遣
事
業

を
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
に
一
本
化
し
た
。

　
現
在
、
市
内
の
利
用
者
に
は
、
各
区
の
福
祉

事
務
所
に
常
勤
で
勤
務
し
て
い
る
横
浜
市
の
家

庭
奉
仕
員
と
、
協
会
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
れ
を
利
用

し
て
い
る
人
達
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
以
下
ヘ

ル
パ
ー
と
略
）
と
し
て
利
用
者
を
支
え
て
い
る

人
々
の
存
在
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
全
国

的
に
は
有
料
化
に
よ
っ
て
も
あ
ま
り
利
用
が
広

が
っ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
当
協
会

の
昭
和
五
十
九
年
、
六
十
年
度
事
業
年
報
の
資

料
を
基
に
、
利
用
者
と
ヘ
ル
パ
ー
の
概
略
を
紹

介
し
た
い
。

①
―
利
用
者
と
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
利
用
者
は
六
十
五
歳
以
上
の
二
人
暮
し
老
人

や
重
度
の
身
体
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
一

～
三
級
程
度
の
者
）
で
、
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
場
合
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
と
な

る
。
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
協
会
設
立
時
の
利

用
者
は
六
九
二
人
、
昭
和
六
十
年
度
四
月
七
四

五
人
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
は
一
、
〇
一
七

人
で
あ
り
、
六
十
年
度
間
の
延
利
用
者
数
は

一
、
五
〇
一
人
で
あ
っ
た
。
月
平
均
の
新
規
利

用
申
込
は
約
六
十
八
人
、
、
逆
に
廃
止
と
な
っ
た

利
用
者
の
月
平
均
は
約
四
十
七
人
で
あ
び
、
利

用
者
の
約
三
八
％
が
途
中
で
廃
止
と
な
っ
て
い

る
。

　
利
用
者
の
年
齢
は
六
十
五
歳
以
上
が
全
利
用
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者
の
七
二
・
八
％
を
占
め
、
し
か
も
八
十
歳
以

上
が
三
〇
・
二
％
を
占
め
た
。
ま
た
利
用
者
の

三
分
の
二
が
女
性
で
あ
っ
た
。

　
利
用
者
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
や
、
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
希
望
が
出
さ
れ
る
時
は
、
利
用
者
の
身

体
状
況
が
か
な
り
悪
化
し
て
い
る
こ
と
等
も
あ

り
、
年
間
の
利
用
者
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
利
用
者
に
対
し
て
主
に
提
供
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事

業
要
綱
に
規
定
さ
れ
て
い
る

(
1
)
　
家
事
、
介
護
に
関
す
る
こ
と
、

ア
　
食
事
の
世
話

イ
　
衣
類
の
洗
濯
・
補
修

ウ
　
住
居
の
掃
除
・
整
理
整
頓

工
　
身
の
ま
わ
り
の
世
話

オ
　
生
活
必
需
品
の
買
物

カ
　
医
療
機
関
と
の
連
絡
・
通
院
介
助

キ
　
そ
の
他
必
要
な
家
事
・
介
護

(
二
)
　
相
談
、
助
言
に
関
す
る
こ
と

ア
　
生
活
・
身
上
に
関
す
る
相
談
・
助
言

イ
　
そ
の
他
必
要
な
相
談
・
助
言

の
う
ち
必
要
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
当
協
会
で
は
、
パ
ー
ト
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

に
は
日
を
主
に
担
当
し
て
も
ら
い
、
に
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
協
会
の
常
勤
職
員
で
利
用
者
と

ヘ
ル
パ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
の
役
割
を
荷

っ
て
い
る
相
談
指
導
員
が
担
当
し
て
い
る
。
し

か
し
(
一
)
の
部
分
も
こ
れ
だ
け
の
項
目
で
は
、
利

用
者
が
実
際
に
も
っ
て
い
る
ニ
ー
ド
は
何
か
を

把
握
し
に
く
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
ア
の
食
事
の
世
話
と
い
う
項
目

の
中
に
は
、
調
理
か
ら
後
片
づ
け
、
そ
し
て
実

際
に
利
用
者
の
口
ま
で
運
ん
で
食
べ
さ
せ
る
食

事
の
介
助
、
中
に
は
献
立
ま
で
含
ま
れ
る
。
そ

し
て
エ
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
の
項
目
は
、
介

護
の
部
分
に
入
る
も
の
が
多
く
、
オ
ム
ツ
の
交

換
、
清
拭
（
部
分
清
拭
、
全
体
清
拭
）
、
整

髪
、
衣
類
の
着
脱
の
介
助
、
起
居
動
作
の
介
助

等
、
実
に
様
々
で
あ
り
、
今
後
、
利
用
者
は
何

を
望
ん
で
い
る
か
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
詳

細
に
わ
た
る
検
討
・
調
査
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
。

　
協
会
の
昭
和
六
十
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

の
利
用
は
、
掃
除
、
洗
濯
、
身
の
ま
わ
り
の
世

話
の
順
で
あ
り
、
一
人
の
利
用
者
に
つ
き
平
均

三
・
五
項
目
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
。

　
従
っ
て
、
こ
の
三
・
五
項
目
の
サ
ー
ビ
ス
の

中
に
は
、
先
に
述
べ
た
様
に
非
常
に
多
く
の
内

容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
限
ら
れ
た
時

間
に
ヘ
ル
パ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に

は
、
掃
除
を
し
な
が
ら
、
調
理
を
し
、
そ
の
合

間
を
ぬ
っ
て
洗
濯
を
す
る
と
い
う
様
に
、
一
定

の
時
間
枠
を
多
重
に
使
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
利
用
時
間
や
回
数
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
決
定
す
る
の
は
福
祉
事
務
所
で
あ
り
、
そ

の
決
定
に
基
づ
き
、
協
会
よ
り
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
―
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て

　
当
協
会
で
昭
和
六
十
年
度
に
活
動
し
た
ヘ
ル

パ
ー
は
千
六
十
人
で
あ
っ
た
。
年
齢
は
二
十
歳

台
～
六
十
五
歳
ま
で
で
あ
る
が
、
四
十
歳
、
五

十
歳
台
の
ヘ
ル
パ
ー
が
全
体
の
六
十
六
・
九
％

を
占
め
た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
登
録
の
動
機
は
、
子
育
て
が
終

り
、
社
会
参
加
を
再
び
求
め
る
人
、
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
、
自
分
自
身
の
生
き
方
の
中
に
老

人
の
介
護
を
求
め
る
人
、
時
間
的
余
裕
が
あ
り

社
会
福
祉
に
役
立
て
た
い
と
考
え
る
人
等
、
そ

の
理
由
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
ヘ
ル
パ
ー
一
人

が
平
均
一
週
あ
た
り
三
日
な
い
し
四
日
、
一
日

あ
た
り
四
時
間
の
活
動
を
希
望
し
て
い
た
。
こ

の
こ
と
は
、
協
会
が
設
立
さ
れ
る
前
、
横
浜
市

民
生
局
が
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
（
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
調
査
報
告
書
、
昭
和
五
十
九
年
三

月
）
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
実
際
の
活
動
も
平
均
で
み
る
限
り
、
希
望
通

り
の
数
値
と
な
っ
た
。
た
だ
ヘ
ル
パ
ー
の
登
録

は
、
地
域
的
に
偏
在
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

利
用
者
宅
ま
で
の
時
間
が
一
時
間
程
度
か
か
る

場
合
も
少
数
で
は
あ
っ
た
が
存
在
し
た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
を
パ
ー
ト
の
福
祉
職
と
し
て
の
位

置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
資
格
要
件
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
厚
生
省
が
う
ち
出
し
て
い
る

初
任
者
研
修
は
七
十
時
間
、
幸
い
横
浜
市
に

は
横
浜
市
職
能
開
発
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
短
期
福
祉
ヘ
ル
パ
ー
科
が
あ
り
、
七
十
時
間

以
上
の
講
座
を
修
了
し
た
人
に
登
録
を
願
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
急
増
し
て
い
る
利
用
者
に
は

そ
う
し
た
講
座
を
修
了
し
た
人
の
登
録
だ
け
で

は
追
い
つ
か
ず
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
熱
意
や

情
熱
の
あ
る
人
々
に
も
登
録
を
願
い
、
協
会
で

独
自
に
研
修
を
行
い
ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
を
し
て

い
る
（
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ち
）
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
年
二
回
、
活
動
し
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー

に
対
し
て
も
、
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

四
―
―
事
例
に
み
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
先
に
我
々
は
、
家
族
問
題
研
究
会
に
お
い
て

老
人
扶
養
と
そ
の
家
族
的
条
件
に
つ
い
て
、
身

体
状
況
や
介
護
力
、
収
入
、
住
宅
な
ど
の
外
面

的
な
条
件
と
家
族
の
人
間
関
係
等
に
つ
い
て
の

内
面
的
な
条
件
と
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た

　
（
昭
和
六
十
年
三
月
都
市
科
学
研
究
室
発
行

『
老
人
扶
養
と
家
族
』
第
二
章
参
照
）
。
そ
こ
で

の
主
要
な
問
題
意
識
は
、
在
宅
と
施
設
の
分
岐

点
が
家
族
的
条
件
の
中
に
見
い
出
せ
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
外
面
的

な
条
件
で
は
、
そ
の
分
岐
点
は
見
い
出
せ
ず
、

同
一
の
類
型
の
中
に
、
在
宅
、
施
設
の
両
方
の

ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
介
護
力
の
低

い
類
型
の
中
に
は
、
外
的
な
援
助
（
昭
和
五
十

九
年
調
査
時
点
で
は
、
介
護
人
か
家
庭
奉
仕
員

制
度
を
利
用
す
る
か
、
私
的
に
家
政
婦
を
依

頼
）
を
家
庭
の
中
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
ろ
う
じ
て
在
宅
生
活
を
営
ん
で
い
た
ケ
ー
ス

64調査季報91――86.　11



が
み
ら
れ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
現
実
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
外
的
な
援
助
を
使
っ
て
在
宅
で
過
し

て
い
る
利
用
者
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
、
家

族
問
題
研
究
会
で
実
施
し
た
方
法
で
条
件
の
計
　

量
化
を
試
み
た
（
評
価
の
高
い
ほ
ど
条
件
が
良

い
）
。

<
経
過
>
介
護
人
派
遣
制
度
の
時
期
に
派
遣
を

受
け
て
い
た
が
、
入
院
に
よ
り
廃
止
。

　
昭
和
六
十
年
七
月
よ
り
退
院
と
同
時
に
ヘ
ル

節
の
変
形
と
痛
み
で
、
一
日
お
き
に
通
院
の
身

で
あ
っ
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
妻
の
通
院
し
て
い
る
間
の

夫
の
介
護
を
中
心
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
開
始
か
ら
ま
も
な
く
、
妻
の
通

院
に
時
間
が
か
か
る
日
が
多
く
な
っ
た
た
め
一

回
の
時
間
数
は
三
時
間
か
ら
四
時
間
に
変
更
と

な
っ
た
。
六
十
一
年
四
月
か
ら
は
こ
の
利
用
者

は
横
浜
市
で
派
遣
可
能
な
最
多
時
間
数
の
週
十

八
時
間
に
変
更
、
四
時
間
三
回
、
二
時
間
三
回

と
月
～
土
ま
で
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
と
な
る
。

　
ヘ
ル
パ
ー
は
妻
の
通
院
し
て
い
る
間
に
昼
食

を
作
り
、
温
め
食
べ
さ
せ
る
。
ベ
ッ
ト
か
ら
起

こ
し
、
背
も
た
れ
の
高
い
ソ
フ
ァ
に
す
わ
ら
せ

る
。
妻
と
一
緒
に
清
拭
を
行
う
等
が
く
り
か
え

し
お
こ
な
わ
れ
た
。
妻
は
夫
に
も
う
少
し
、
も

う
少
し
の
間
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
い
つ
も
願

っ
て
い
た
。

<
家
族
>
こ
の
夫
婦
に
子
供
が
い
な
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
子
供
が
結
婚
す
る
た
び
に
家

を
離
れ
て
お
り
、
長
年
夫
婦
二
人
の
み
の
生
活

が
続
い
て
い
た
。
近
所
に
妻
の
妹
が
住
み
、
時

折
顔
を
み
せ
て
は
く
れ
て
い
た
が
、
妹
も
病
弱

で
介
護
力
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
夫
婦
に
と
っ

て
は
、
子
供
に
は
子
供
の
生
活
が
あ
る
と
の
思

い
か
ら
、
父
の
介
護
の
た
め
に
家
に
帰
っ
て
き

て
ほ
し
い
と
い
い
出
せ
な
か
っ
た
。
家
は
持
家

で
あ
っ
た
が
戦
後
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
ま
ま
で
は
、
子
供
の
家
族
と
一
緒
に
生
活

で
き
る
広
さ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
夫
婦
に

と
っ
て
住
み
な
れ
た
家
で
生
活
す
る
こ
と
が
希

望
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
気
持
ち
を
優
先
さ
せ

た
。

<
経
過
>
六
十
年
春
に
脳
血
栓
で
倒
れ
、
入

院
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
退
院
、

自
宅
に
も
ど
っ
た
。
退
院
時
よ
り
、
週
六
ぼ
、

一
回
当
り
二
時
間
の
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
開
始

し
た
。
し
か
し
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
数
力
月

後
、
介
護
者
で
あ
る
妻
は
ヘ
ル
パ
ー
の
い
な
い

時
間
に
ギ
ッ
ク
リ
腰
と
な
っ
て
し
ま
い
、
寝
こ

ん
で
し
ま
う
。
息
子
は
日
中
勤
務
し
て
い
る
た

め
、
妻
の
方
に
も
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
二
人
の
利
用
者
に
合
わ

せ
て
一
日
六
時
間
の
派
遣
と
な
る
。

　
ヘ
ル
パ
ー
は
、
午
前
十
時
か
ら
夕
方
四
時
半

ま
で
（
昼
食
休
憩
三
十
分
）
の
間
に
生
活
全
般

の
援
助
、
掃
除
、
洗
濯
、
買
物
、
食
事
作
り
等

を
行
っ
て
い
る
。
夫
の
方
は
、
ほ
と
ん
ど
床
の

中
で
す
ご
し
て
い
る
が
突
然
散
歩
に
出
る
等
と

い
い
出
す
。
介
助
し
て
庭
へ
出
る
の
が
精
一
杯

で
あ
る
。
妻
の
方
は
、
極
力
夫
の
こ
と
は
自
分

で
み
た
い
と
い
う
気
持
が
あ
る
の
か
、
下
着
等

は
洗
濯
機
が
や
っ
て
く
れ
る
と
い
っ
て
洗
っ
て

お
く
。
し
か
し
、
干
す
こ
と
は
も
う
で
き
な
い

の
で
ヘ
ル
パ
ー
が
干
し
て
い
る
。

<
家
族
>
こ
れ
ま
で
夫
婦
は
二
人
で
生
活
を
し

て
き
た
。
子
供
は
二
人
い
た
が
、
長
女
が
若
く

し
て
亡
く
な
り
、
息
子
一
人
が
残
っ
た
。
息
子

が
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
夫
婦
の
み
の
生

活
で
、
息
子
は
同
じ
区
内
に
家
を
建
て
て
住
ん

で
い
た
。
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
夫
の
方
の
発

病
に
よ
り
、
息
子
は
自
分
の
家
に
両
親
を
引
き

と
ろ
う
と
し
た
が
、
下
町
で
古
く
か
ら
の
知
人

の
い
る
と
こ
ろ
を
夫
婦
は
離
れ
よ
う
と
せ
ず
息

子
の
方
が
両
親
の
と
こ
ろ
に
も
ど
っ
て
介
護
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
中
は
勤
務
の

関
係
で
留
守
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
を
希
望
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
性
格
的

に
わ
が
ま
ま
な
夫
を
妻
は
自
分
が
み
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
が
、
高
齢
の
割
に
は
外
的
な

援
助
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
自
分
の
で
き
な

い
と
こ
ろ
を
ヘ
ル
パ
ー
に
頼
ん
で
い
る
。

事例１　利用者83歳（男性）

事例２　利用者92歳（男性）
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パ
ー
派
遣
と
な
る
。
介
護
者
で
あ
る
妻
は
、
長

年
の
介
護
疲
れ
、
妻
自
身
が
病
弱
で
あ
り
膝
関



〈
経
過
>
利
用
者
は
五
十
歳
を
す
ぎ
て
発
病
。

入
院
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
自
宅
に

も
ど
っ
た
時
点
で
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
と
な
っ
た
。

　
昭
和
六
十
年
、
派
遣
は
週
四
回
、
一
回
に
つ

き
二
時
間
、
今
年
か
ら
週
五
回
に
変
更
と
な
っ

た
。

　
主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
掃
除
、
買
物
、
通

院
介
助
（
近
所
の
診
療
所
ま
で
）
、
洗
濯
物
を
干

す
、
と
り
込
み
、
調
理
の
下
ご
し
ら
え
等
で
あ

っ
た
。

　
あ
る
日
、
利
用
者
で
あ
る
母
親
か
ら
娘
の
部

屋
の
掃
除
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
希
望
が
出

さ
れ
た
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
も
し
元
気
で

い
た
ら
、
娘
に
対
し
て
生
活
の
総
て
を
世
話
で

き
る
の
に
、
そ
れ
が
で
き
な
く
て
残
念
で
た
ま

ら
な
い
。
。
せ
め
て
母
親
と
し
て
や
っ
て
や
れ
な

い
と
こ
ろ
を
、
ヘ
ル
パ
ー
に
や
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
社
会
的
に
は

一
人
前
と
し
て
世
の
中
に
出
て
働
い
て
い
る
人

を
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
援
助
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
を
利
用
者
自
身
に
考
え
て
も
ら

っ
た
。
後
で
協
会
に
連
絡
が
入
り
、
娘
と
も
話

し
合
っ
た
。
そ
の
結
果
、
娘
は
そ
ん
な
こ
と
を

望
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
た
だ
母
親
と
し
て
娘

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
思
っ
て
し
た
こ
と
だ

っ
た
と
語
っ
て
い
た
。
ヘ
ル
パ
ー
に
は
料
金
を

支
払
っ
て
い
る
の
で
、
利
用
者
の
望
ん
で
い
る

こ
と
は
、
な
ん
で
も
や
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い

込
ん
で
い
た
。
娘
へ
の
遠
慮
か
ら
出
た
言
葉
の

様
で
あ
っ
た
。

<
家
族
>
利
用
者
に
は
数
歳
年
上
の
夫
と
二
人

の
子
供
が
お
り
、
長
男
は
東
京
住
い
。
そ
の
長

男
が
あ
ま
り
自
宅
に
帰
っ
て
こ
な
い
た
め
、
娘

を
手
元
に
お
き
た
い
と
い
う
気
持
が
大
き
か
っ

た
。
さ
ら
に
発
病
す
る
ま
で
は
、
家
庭
の
主
婦

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、
発
病

に
よ
り
そ
の
役
割
の
一
部
を
果
た
せ
な
く
な
る

と
、
夫
に
対
し
て
も
子
供
達
に
対
し
て
も
遠
慮

す
る
よ
う
に
な
る
。
現
実
に
は
、
娘
が
今
年
か

ら
社
会
人
に
な
っ
た
の
を
機
会
に
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
回
数
が
四
回
か
ら
五
回
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
娘
が
学
生
か
ら
社
会
人
と
な
り
、
家
に
い

る
時
間
が
短
か
く
な
っ
た
た
め
の
対
応
で
あ
っ

た
。

　
以
上
多
く
の
利
用
者
の
中
か
ら
、
わ
ず
か
三

例
で
は
あ
る
が
取
り
あ
げ
て
み
た
。

　
事
例
１
は
、
今
後
も
増
大
す
る
と
思
わ
れ
る

高
齢
者
夫
婦
で
あ
り
、
家
族
問
題
研
究
会
の
設

定
し
た
Ｅ
類
型
、
高
齢
自
立
型
で
あ
る
。
事
例
２

は
高
齢
者
夫
婦
と
未
婚
子
で
類
型
Ｂ
、
同
居
型

に
属
す
る
。
事
例
３
は
、
現
在
は
高
齢
者
夫
婦

で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
障
害
を
負
い
な
が
ら

高
齢
に
向
っ
て
い
る
夫
婦
と
未
婚
子
で
あ
る
。

　
事
例
１
の
利
用
者
は
最
近
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
翌
日
、
利
用
者
の
妻
か
ら
協
会
に

連
絡
が
入
り
、
亡
く
な
る
ま
で
床
づ
れ
ひ
と
つ

作
ら
な
い
で
家
で
看
取
り
が
で
き
た
の
は
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
と
感
謝
の
意

を
伝
え
て
き
た
。
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
が
開
始
さ

れ
た
時
は
、
入
退
院
を
く
り
か
え
し
た
後
で
、

利
用
者
は
ね
た
き
り
で
あ
り
、
す
で
に
妻
自
身

膝
関
節
の
痛
み
で
動
け
な
い
と
い
う
日
も
あ
っ

た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
妻
の
最
後
ま
で
看
取
る

と
い
う
強
い
意
志
が
今
日
ま
で
の
経
過
を
生
み

出
し
た
が
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
と
い
う
人
的
な
サ

ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
は
介
護
者
の
気

持
を
や
わ
ら
げ
、
ま
た
身
体
に
休
養
を
与
え
た

こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
事
例
２
で
は
、
高
齢
者
夫
婦
が
時
間
の
経
過

の
中
で
、
二
人
と
も
寝
こ
ん
で
し
ま
う
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
み

ら
れ
た
。

　
事
例
３
の
利
用
者
の
場
合
は
、
今
後
未
婚
子

が
家
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
家
族

の
構
成
員
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

　
三
世
代
同
居
家
族
（
七
人
家
族
）
の
中
で
も

高
齢
者
夫
婦
が
ね
た
き
り
で
主
た
る
介
護
者
が

介
護
疲
れ
で
、
病
弱
と
な
れ
ば
、
介
護
力
は
低

下
し
、
外
的
な
援
助
に
た
よ
ら
ざ
る
得
な
く
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
（
事
例
４
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
家
族
が
高
齢
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
は
三
世
帯
同
居
家
族
で
あ
っ
て
も
、
必
ず

し
も
主
た
る
介
護
者
を
中
心
と
し
て
家
族
の
み

で
み
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

比
較
的
年
齢
が
若
く
て
も
、
実
際
に
は
、
家
族

の
み
で
は
、
老
人
や
障
害
者
の
生
活
を
支
え
て

い
く
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え

よ
ら
う
。

　
現
実
に
事
例
を
計
量
化
し
て
み
る
と
、
介
護

力
の
低
下
が
み
ら
れ
た
。
実
際
に
、
週
に
何
時

間
程
度
の
外
的
な
援
助
が
必
要
か
と
い
う
こ
と

は
、
計
量
化
が
試
み
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
介

護
力
の
低
下
に
対
し
て
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
が

事例３　利用者54歳（女性）

事例４　利用者84歳
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行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
協
会
が
派
遣
し
て
き
た
ヘ
ル

パ
ー
は
、
利
用
者
の
生
活
を
側
面
か
ら
援
助
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
の
利
用
者
を
支
え
る
力

を
も
支
え
て
き
た
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
。

五
―
―
―
お
わ
り
に

　
高
齢
化
社
会
、
現
代
家
族
の
家
族
機
能
の
縮

少
、
一
家
族
あ
た
り
の
構
成
員
の
減
少
傾
向
と

い
わ
れ
る
中
で
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
を
支
え

る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
と
も
い
わ
れ
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
新
し
い
方
法
で

横
浜
に
導
入
さ
れ
て
、
も
う
す
ぐ
丸
二
年
と
な

る
。

　
昨
年
度
実
績
三
十
五
万
千
二
百
時
間
は
千
六

十
人
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
、
千
五
百
一
人
の
利
用
者

が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
。
さ
ら
に
六
十
一
年
度

に
入
っ
て
か
ら
も
利
用
者
数
が
延
び
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
績
は
他
都
市
の
類
似
し
た
サ
ー

ビ
ス
と
比
較
し
て
も
類
を
み
な
い
も
の
で
あ

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
内
に
は
、
ね
た
き
り
老

人
で
在
宅
介
護
手
当
を
受
け
て
い
る
家
庭
が
三

〇
〇
〇
件
以
上
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
身
体
障

害
者
が
い
て
介
護
に
苦
労
し
て
い
る
家
庭
が
ま

だ
ま
だ
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
家
族
問
題
研
究
会
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
在

宅
の
要
介
護
老
人
に
対
す
る
介
護
力
の
平
均
値

は
、
二
・
一
で
あ
り
、
三
（
健
康
な
成
人
が
一

人
家
に
い
る
状
態
）
以
上
を
確
保
し
て
い
る
の

は
四
割
で
、
一
（
た
と
え
ば
病
気
を
も
っ
た
高

齢
者
が
介
護
し
て
い
る
状
態
）
以
下
が
三
割
に

も
及
び
、
そ
の
低
さ
に
が
く
然
と
し
た
。
今
後

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
必
要
と
す
る
層
の
広
が
り
を

示
す
数
字
と
も
読
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
今
後
も
利
用
者
の
増
大
が
予
測
さ
れ

る
。
、
協
会
の
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
か
ら
の
歩

み
は
市
民
の
間
に
も
、
し
だ
い
に
定
着
し
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し

て
こ
れ
ま
で
の
間
利
用
者
を
支
え
て
き
た
ヘ
ル

パ
ー
は
、
協
会
設
立
当
初
か
ら
の
基
本
理
念
で

あ
っ
た
市
民
参
加
に
よ
る
運
営
が
実
現
し
て
い

る
ひ
と
つ
の
証
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
万
能
と
は
い
え
な
い
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
こ
こ
ま
で
支
え
て
き
た
こ
と
の
中

に
は
、
他
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
を
見

逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
事
例
の
中
で
は
紹
介

で
き
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
利
用
者
の
中
に

は
、
様
々
な
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
て

い
る
人
も
い
た
。
一
時
入
所
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス
、
デ
ィ
・
ケ
ア
、
そ
し
て
保
健
婦
や
看
護
婦

に
よ
る
在
宅
訪
問
看
護
指
導
等
、
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
を
受
け
な
が
ら
、
よ
り
専
門
的
な
指
導
、

専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
在
宅
で
生
活
を

続
け
て
い
る
人
々
が
い
た
。

　
ま
た
有
機
的
な
他
機
関
（
福
祉
事
務
所
、
保

健
所
、
病
院
等
）
と
の
連
携
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
。

　
社
会
福
祉
の
分
野
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
の
歴
史
は
ま
だ
浅
い
。
協
会
の
歴
史

も
ま
だ
二
年
た
ら
ず
で
あ
る
。

　
利
用
者
が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
。
そ
し
て
利
用
者
を
支
え
て
い

く
ヘ
ル
パ
ー
の
新
し
い
型
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

専
門
職
を
ど
の
よ
う
に
確
立
し
て
い
く
か
、
残

さ
れ
て
い
る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
今
後
は

課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
成
し
遂
げ

て
い
く
こ
と
が
、
我
々
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
協
会
発
足
以
来
、
増
大
し
つ
づ
け
た
利
用
者

の
住
み
慣
れ
た
場
所
、
生
活
の
場
所
に
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣
し
、
利
用
者
の
在
宅
で
の
生
活
の
一

部
を
支
え
、
利
用
者
を
と
り
ま
く
家
族
の
生

活
、
と
く
に
介
護
力
の
不
足
部
分
を
補
い
、
利

用
者
の
在
宅
生
活
を
可
能
な
ら
し
め
た
一
助
を

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
担
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　
　
　
<
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
相
談
指
導
員
>
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